
４　海洋教育授業の実践



80

授
業
実
践
①　

岩
手
県
立
山
田
高
等
学
校
で
の
授
業
実
践
（
９
月
）

■概要
岩手県立山田高等学校での授業（T2授業）

■日時
2013年９月３日（月曜）

■場所
岩手県立山田高等学校　生物実験室

■対象
岩手県立山田高等学校　生徒40名

■実施内容
　山田高校の生物の授業時間に実施した。「海藻押し葉」を作成し、ゲルドライヤーで乾
燥している間にウニの発生実験を行った。実験器具類はあらかじめ宅配便で送付し、当日
はウニや海藻などの試料を持参した。普段実験を行う機会の少ない生徒達にとって興味深
い授業となった。海藻おしばの作成では、多様な種類の海藻に触れながら個性豊かな作品
が出来上がり、各々持ち帰った。８月の教員研修を受けた教員が授業者となった。なお、
本出前授業は翌日の岩手日報朝刊に掲載された。

■授業の様子

授業実践①　
岩手県立山田高等学校での授業実践（９月）
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2013年９月４日付　岩手日報
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授
業
実
践
②　

東
京
都
北
区
で
の
授
業
実
践
（
11
月
）

■概要
東京都北区滝野川第三小学校での授業（T2授業）

■日時
2013年11月13日（火曜）

■場所
東京都北区滝野川第三小学校　理科室

■対象
東京都北区滝野川第三小学校　６年生30名

■実施内容
　６年生「人の体のつくりと働き」の発展的な学習として、アジを解剖し、各臓器の位置
や働きを学習した。さらに発展的な学習として、千葉県館山市の沿岸部で漁獲された雑魚
（ハコフグ・アカエイ・タカノハダイ・カワハギ）を「海からの贈り物」として活用して、
以下のことを伝えた。
● 食卓、魚屋で目にする魚のほかにも、流通しないさまざまな魚が存在すること
● 魚の形は実にさまざまであり、それぞれ、生きるのに適した姿をしていること。さら
に、こういった様々な魚を私たちは「海の恵み」として生活に利用していることや、
それらが住む海という環境を守ることの大切さ。

授業実践②　
東京都北区での授業実践（11月）
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■授業の様子



84

授
業
実
践
③　

東
京
都
北
区
で
の
授
業
実
践
（
12
月
）

■概要
東京都北区十条台小学校での授業（T2授業）

■日時
2013年12月18日（火曜）

■場所
東京都北区十条台小学校　理科室

■対象
東京都北区十条台小学校　６年生30名

■実施内容
　小学校５年生の理科単元「ものの溶け方」の発展的な学習内容として、海水に溶けてい
るものを取り出す実験を行った。「塩を作ろう」の指導案に従い、蒸発皿を傾けて用いる
ことで、海水に溶けているものを大まかに分離して取り出すことができた。この授業を通
して児童は次のことを学んだ。
● 食塩水と異なり、海水には塩化ナトリウムのほかにも様々な物質が溶けていること。
● 私達が日常的に口にする食卓塩が、海水を原料として作られており、海水を蒸発する

ことで得られていること。
● 「蒸発皿を用いて溶けているものを取り出す」という操作が、単に理科的な実験操作

にとどまらず、実は私達の暮らしを支えている重要な方法であること。
● 普段あまり意識はしないが、このように私達は海に囲まれ海の恩恵を受けて生活して

いること。したがって海を綺麗に守ることはとても重要であること。

授業実践③　
東京都北区での授業実践（12月）
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■授業の様子
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授
業
実
践
④　

東
京
都
港
区
で
の
授
業
実
践
（
１
月
）

■概要
東京都港区青南小学校での授業

■日時
2014年１月23日（水曜）

■場所
東京都港区青南小学校　理科室

■対象
東京都港区青南小学校　５年生30名

■実施内容
　小学校５年生の理科単元「ものの溶け方」の発展的な学習内容として、「海水をろ過し
て純水を得ることができるか？」という実験を行った。ろ紙を用いても海水から真水を得
ることはできないこと、さらに、飲み水を得る道具として用いられている中空糸膜を用い
ても真水を得ることはできないことを実験を通して知り、溶けているものには様々な大き
さがあることを学んだ。さらに、理科と社会、先端技術とのつながりとして以下のことを
学んだ。
● 世界には、安全な水を確保できない人が６人に１人、約11億人もいること
● 海水から真水を作ることができれば、これらの人に安全な水を供給することができる
こと

● そのような技術の、日本は世界で先端を走っていること
● 巨大な水がめである海洋は、水資源としてもとても重要であること

授業実践④　
東京都港区での授業実践（１月）
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■授業の様子
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京
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１
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授
業
実
践
⑤　

東
京
都
北
区
で
の
授
業
実
践
（
２
月
）

■概要
東京都北区立十条台小学校での授業

■日時
2014年２月１日（土曜）

■場所
東京都北区立十条台小学校　３年生教室

■対象
東京都北区立十条台小学校　３年生

■実施内容
　小学校３年生の総合的な学習の時間を用いて「ふねのひみつ」を学んだ。スタート地点
からゴール地点まで、８つの荷物（約１センチ角のスポンジ体）を運ぶ。これをゲームと
して行い、
● 荷物を１つずつ運ぶよりも、８つまとめて運ぶほうが効率的であること
● それには、荷物をまとめて運べるような板ないし台が必要なこと
● しかしそのような台を陸上で運ぼうとすると、山間で道路が狭くなっている部分は通

過することができないこと
● その点、水の上に浮かぶ船であれば、狭い通路に邪魔されることなく運搬できること
を学んだ。そのうえで、以下のことを学んだ。

● このように荷物を海路で運ぶ船はコンテナ船といって、日本の物流で重要な方法に
なっていること

● 海は、このように物を運搬する場としてとても大切であり、海がなくては荷物が届か
なくなること

授業実践⑤　
東京都北区での授業実践（２月）
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■授業の様子
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授
業
実
践
⑥　

東
京
都
渋
谷
区
で
の
授
業
実
践
（
２
月
）

■概要
東京都渋谷区立常磐松小学校での授業

■日時
2014年２月17日（月曜）

■場所
東京都渋谷区立常磐松小学校　家庭科室

■対象
東京都北区立十条台小学校　５年生12名

■実施内容
　小学校５年生の理科単元「人の誕生」の発展的な学習として、お茶の水女子大学湾岸生
物教育研究センターで管理するウニから採取した卵子・精子を「海からの贈り物」として
活用したウニ受精実験を行った。ウニの卵子・精子は前日に送付した。また授業に先立ち、
１月22日に授業者向けの教員研修を実施した。授業を通して、児童は次のことを学んだ。
● メダカの卵を用いた実験では、卵はすでに受精していたので受精の瞬間を見ることが

できなかったが、ウニの卵子・精子を用いた実験では目の前で受精の瞬間を確かめる
ことができること。

● ウニの卵は、１個の精子と受精するとただちに受精膜を形成し、それ以上、精子と受
精することを防ぐ巧妙な仕組みがあること

● このような材料を得ることができる海はとても貴重で、大切にしなければならないこ
と

授業実践⑥　
東京都渋谷区での授業実践（２月）
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■授業の様子
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（
２
月
）

■新聞報道

2014年３月３日・日本教育新聞・１面（右下の授業風景）



５　海の環境を体験する　

フィールド教育の促進
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【
理
科
関
連
教
材
】
１
．
海
の
観
察
ガ
イ
ド
（
磯
の
動
物
編
）

　平成24年度事業として、千葉県館山市
内の小中学校を中心に、首都圏の学校で
多く利用されている館山市沖ノ島の海岸
に普通に生息していて、磯観察の際に良
く目にするような種を中心に、約130種
の動物を掲載したガイドブック「海の観
察ガイド　千葉県館山市沖ノ島　磯の動
物編」を作製した。本年度は本ガイド
ブックの配布と現場での活用を促進し
た。ガイドブックは小学校、中学校、高
等学校をはじめ、教員研修での配布、さ
らに大学・研究機関、図書館などからも要望があり、合計88カ所に3500冊以上配布した。
　実際に使用した先生方からは、
　・大きさがちょうど良い
　・掲載されている種数が初めて磯観察を行う生徒にとって見やすい程度である
などの感想をいただいた。

１．海の観察ガイド
磯の動物編（平成24年度作製）の活用実績

【理科関連教材】

海の観察ガイド　磯の動物編

日本生物教育学会（JABE）第68回東京大会
（平成24年８月５－８日、東京工科大学蒲田キャンパス）での展示ブースの様子

（写真提供：東京都立目黒高等学校　新行内博先生）
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【
理
科
関
連
教
材
】
１
．
海
の
観
察
ガ
イ
ド
（
磯
の
動
物
編
）

海の観察ガイド　磯の動物編　配布先一覧　平成26年２月28日現在

配　　布　　先 部数
（冊）

小学校　16校　564冊
館山市立館山小学校 30
館山市立館山小学校 70
館山市立船形小学校 30
館山市立北条小学校 110
館山市立神戸小学校 30
館山市立九重小学校 20
館山市立館野小学校 30
館山市立那古小学校 40
館山市立神余小学校 10
館山市立西岬小学校 15
館山市立豊房小学校 20
南房総市三芳小学校 40
南房総市小湊小学校 30
鴨川市立太海小学校 6
横須賀市立走水小学校 43
埼玉県草加市立草加小学校 40

中学校　８校　305冊
館山市立第一中学校 40
館山市立第二中学校 40
館山市立第三中学校 40
館山市立房南中学校 40
都立大泉高校附属中学 15
青森市立古川中学校 30
開智中学・高等学校 50
獨協中学高等学校 50

高等学校　25校　934冊
神奈川県立西湘高等学校 60
千葉市立高等学校 8
千葉県立長生高等学校 15
千葉県立船橋高等学校 50
埼玉県立川越女子高等学校 80
埼玉県立熊谷西高等学校 10
埼玉県立越谷高等学校 40
埼玉県立飯能高等学校 65
埼玉県立越谷高校 10
埼玉県立浦和高等学校 42
埼玉県立熊谷西高等学校 80
埼玉県立春日部東高等学校 1
東京都立江北高等学校 10
東京都立国分寺高等学校 1
東京都立目黒高等学校 50
東京都立豊島高等学校定時制 40
東京都立戸山高等学校 60
東京都立飛鳥高等学校 30
東京都立墨田川高等学校 1
栃木県立足利高等学校 40
栃木県立宇都宮商業高等学校定時制 35
東京学芸大学附属高等学校 3

配　　布　　先 部数
（冊）

白百合学園中学高等学校 82
法政大学女子高校 16
目黒星美学園高等学校 105

大学・研究機関　26カ所　207冊
お茶の水女子大学 101
京都大学フィールド科学教育研究セン
ター 2

神戸大学自然科学系先端融合研究環内
海域環境教育研究センター 4

島根大学汽水域研究センター 1
東京大学三崎臨海実験所 5
東京大学大気海洋研究所 1
東京工業大学理学部 2
東京海洋大学水圏科学フィールド教育
研究センター坂田ステーション 35

東京海洋大学海洋学部 2
筑波大学下田臨海実験センター 1
宮城教育大学教育学部 1
琉球大学理学部 3
東邦大学理学部 1
慶応大学自然科学研究センター 2
国立科学博物館 1
国立環境研究所 2
千葉県立中央博物館 1
千葉県立博物館　海の分館 3
千葉県立中央図書館 2
千葉市中央図書館 8
和歌山県立自然史博物館 1
新江ノ島水族館 4
杉並区立科学館 16
（財）黒潮生物研究所 4
文献調査会 3
日本離島センター 1

教員研修等配布　４件　279冊
日本生物教育学会配布 200
安房地区教員研修 41
館山市教育委員会 23
館山市教員研修 15

その他　９件　1250冊
館山市 1126
海上保安庁館山分室 21
館山船形漁協 12
西岬漁協 5
川崎市民アカデミー 23
キッズラボつくば 40
ベネッセ 1
森のようちえんはっぴー 21
個人 1

合計　3539冊
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【
理
科
関
連
教
材
】
２
．
海
の
観
察
ガ
イ
ド
（
千
葉
県
館
山
市
）

【概要】
　千葉県館山市内の小中学校を中心
に、首都圏の学校の遠足や臨海学校
で多く利用されている館山市沖ノ島
の海岸に普通に生息していて、磯観
察の際に良く目にするような種を中
心に、約90種の海草・海藻を掲載し
たガイドブックを作製した（186mm
×115mm、88ページ）。小中高の学
校の先生方や大学生が実際に磯で撮
影した写真をもとに作製すること
で、海洋教育の人材の育成を行うと
同時に、教育現場で利用し易いものを作製することを目的とした。

【実施内容】
１）フィールド研修・写真撮影
　詳細は「３、海についての教育を実践できる人材教育　3-1 海の観察ガイド　海の植物
編」を参照

２）写真の選定
　参加者にUSBメモリースティックを渡し、各自撮影した写真から10枚選び送付しても
らった。これらの写真をもとにお茶の水女子大学理学部嶌田智准教授を中心に図鑑を作製
した。

３）図鑑、フィールドガイドの作製
　海の観察ガイド　海の植物編として冊子体（図鑑）を作製した。図鑑には簡単な特徴と
見られる時期、また食用として利用されている物には印をつけた。図鑑の最後には海藻押
し葉の作り方を掲載した。
　さらに、図鑑でとり上げた全種についてA３版両面に海草・海藻の写真と標準和名の
みを並べたフィールドガイドを作製した。フィールドガイドは３つ折にし、耐水紙に印刷
することで、海辺で使用することが出来るようにした。

２．海の観察ガイド
千葉県館山市沖ノ島　海の植物編の作製

【理科関連教材】
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４）ガイドブックの発送
　ガイドブック3000冊とフィールドガイド2000部印刷した。そのうち、ガイドブック約
1100冊は教員研修に参加した学校を中心に配布した。今後希望する学校への配布、貸し出
し、またセンターでの教員研修や観察会などで利用する。

　配布先
　千葉県館山市立小学校     ４校  140冊
　千葉県館山市立中学校     １校   60冊
　千葉県南房総市立小学校    １校   11冊
　千葉県鴨川市立中学校     １校   40冊
　千葉県館山市教育委員会         ５冊
　東京都・高等学校       ４校  112冊
　東京都・中学校        １校  380冊
　神奈川県・高等学校      １校   34冊
　埼玉県・高等学校       ３校  229冊
　山梨県・高等学校       １校   30冊
　東京都・小学校        １校   １冊
　その他（大学、博物館など）   13件  101冊
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たつくし海辺のガイドブックづくりプロジェクトの取り組み状況

黒潮生物研究所　中地シュウ

●取り組みへの参加状況と実施状況
　本プロジェクトには別紙資料１に示した13の団体・個人が参加したほか、10の個人・団
体の協力を受けた。取り組みに先立ち、「たつくし海辺のガイドブックプロジェクト顔合
わせ会」を2013年４月25日に竜串福祉センターにおいて実施し、参加メンバーの代表者の
顔合わせを行った。その後は基本的に個々の団体ごとに活動した。本プロジェクトに関連
して、土佐清水市竜串湾において潮間帯生物相に関する現地調査、観察会を３月から８月
にかけて17回行い、竜串湾の潮間帯における生物の分布状況に関する情報や写真資料等を
収集した。また、あわせて竜串湾の自然や潮間帯生物に関する講演を８回実施した（取り
組みの様子は別紙資料２、詳細な活動履歴については別紙資料３を参照）。なお、現地調
査・観察会には延べ108人、講演会には延べ96人が参加した。ガイドブックの原稿につい
ては、土佐清水市理科部会、足摺海洋館、黒潮生物研究所で分筆した。現在、編集・校正
作業を進めている。なお、ガイドブック完成後に全体を集めた報告会を開催する予定。ま
た、今回の潮間帯生物調査の結果の一部は四万十高校自然環境コースの２年生が幡多地域
の自然や文化に関する研究発表会「はたのおと」で発表する予定である。

３．海の観察ガイド
高知県土佐清水市竜串町　磯の動物編の作製

【理科関連教材】
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 資料１
たつくし海辺のガイドブックづくりプロジェクト参加協力者一覧

団体・個人 取り組みへの参加状況

土佐清水市立三崎小学校 総合学習の一環として調査実施（４～６年生）

土佐清水市立下川口小学校 総合学習の一環として調査実施（３～４年生）

土佐清水市理科部会（小中学校教員） 研修会として調査・勉強会実施、原稿執筆

四万十高校（自然環境コース） ２年生の授業の一環として調査実施

土佐清水市観光ボランティア 研修会として現地調査・勉強会実施

足摺宇和海国立公園大月地区 PV 研修会として現地調査・勉強会実施

いそあらし 現地調査・観察会への参加

佐野　美月（竜串ダイビングセンター代表） 現地調査への参加・資料収集・提供

小谷　光（ダイブカーム代表） 現地調査への参加・資料収集・提供

足摺海洋館 観察会開催・施設利用・原稿執筆監修

土佐清水漁業指導所 現地調査・資料収集

土佐清水自然保護官事務所 観察会開催・資料提供・連絡調整等

黒潮生物研究所 全体統括、調査実施、原稿執筆、監修、編集

その他協力：爪白地区長、竜串地区長、地先漁協地区委員会、NPO竜串観光振興会、竜串観光
汽船、足摺海底館、NPO黒潮実感センター、高知新聞社清水支局、土佐清水市教育センター、
御茶ノ水女子大湾岸生物教育研究センター
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 資料２
取り組み状況（写真）

現地調査：三崎川河口域（2013.3.29）

観光ボランティア研修会での講演（2013.4.23）

現地調査：四万十高校調査実習（2013.5.10）

現地調査：竜串海岸（2013.4.12）

顔合わせ会（2013.4.25）

現地調査：四万十高校調査実習（2013.5.10）
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取り組み状況（写真）つづき

現地調査：足摺宇和海国立公園大月地区パーク
ボランティア研修会（2013.5.11）

観察会：三崎小学校４年生総合（2013.5.27）

現地調査：土佐清水市理科部会研修会（2013.8.9）

足摺宇和海国立公園大月地区パークボランティ
ア研修会（2013.5.11）

観察会：三崎小学校４年生総合（2013.5.27）

現地調査：土佐清水市理科部会研修会（2013.8.21）
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 資料３
取り組み実施履歴

〈現地調査・観察会〉
１．2013/3/29   現地調査（場所：竜串海岸、竜串港、三崎川河口）　参加者：資料収集

班
２．2013/3/30  現地調査（場所：竜串海岸、当麻の浜）　参加者：資料収集班（中地）
３．2013/4/1  現地調査（場所：爪白海岸）　参加者：資料収集班、自然保護官事務所
４．2013/4/10  現地調査（場所：爪白海岸）　参加者：資料収集班
５．2013/4/12  現地調査（場所：竜串海岸）　参加者：資料収集班
６．2013/4/28  現地調査（場所：千尋崎東岸）　参加者：資料収集班
７．2013/5/9   現地調査（場所：竜串海岸、四万十高校調査の下見）　参加者：資料収

集班
８．2013/5/10   現地調査（場所：竜串海岸）　主催：四万十高校　参加者：四万十高校

２年生・資料収集班
９．2013/5/11   現地調査（場所：竜串海岸）　主催：足摺宇和海国立公園大月地区 PV　

大月地区 PV研修会　参加者：大月地区 PVメンバー・土佐清水市観光
ボランティア・資料収集班

10．2013/5/22  現地調査（場所：爪白海岸）　参加者：資料収集班・足摺海洋館
11．2012/5/23  現地調査（場所：竜串海岸ほか）　参加者：資料収集班（小谷）
12．2013/5/24  現地調査（場所：当麻の浜）　参加者：資料収集班（中地・小谷）
13．2013/5/27   観察会（場所：桜浜）　主催：三崎小学校　参加者：足摺海洋館・三崎

小学校４年生・資料収集班
14．2013/7/10   現地調査（場所：桜浜）　千葉県博（柳さん）・黒潮生物研究所・資料収

集班（中地）
15．2013/8/9   現地調査・研修（場所：爪白海岸）　主催：土佐清水市理科部会　理科

部会研修会　参加者：理科部会メンバー
16．2013/8/18   観察会「イソリンピック　海の生きもの運動会」（場所：爪白海岸）　主

催：土佐清水自然保護官事務所　参加者：イベント参加者、土佐清水自
然保護官事務所、黒潮生物研究所

17．2012/8/21   現地調査（場所：竜串海岸）　主催：土佐清水市理科部会　理科部会一
日教研研修会

●中止になったもの
ア．2013/6/10   現地調査（場所：竜串海岸）　主催：土佐清水市観光ボランティア　観

光ボランティア研修会　参加者：土佐清水市観光ボランティアほか
イ．2013/8/5   観察会（場所：爪白海岸）　主催：三崎小学校　５・６年生課外学習　

参加者：三崎小学校５・６年生、地域

〈講演等〉
１．2013/4/23   「足摺地域における磯の生き物の利用と生物方言」．土佐清水市観光ボラ
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ンティア４月例会研修会．ジョン万資料館（土佐清水市養老）．中地シュ
ウ．

２．2013/5/10   「地域の海を知る─礫浜の海岸生物調査─」．四万十高校自然環境コース
２年生．足摺海洋館（土佐清水市三崎）．中地シュウ．

３．2013/5/11   「海辺を記述する─竜串湾の環境と生き物─」．足摺宇和海国立公園大月
地区 PV研修会．海のギャラリー（土佐清水市竜串）．中地シュウ．

４．2013/6/10   「潮間帯の生き物のくらし─明日のガイドに役立つ小ネタ集─」．土佐清
水市観光ボランティア研修会．海のギャラリー（土佐清水市竜串）．中
地シュウ．

５．2013/7/11   「めざせ、いそ仙人！海辺のウルトラクイズ─竜串・下川口編─」．下川
口小学校総合学習４～５年．下川口小学校（土佐清水市下川口）．中地
シュウ．

６．2013/8/9   「身近な海辺で学ぶ─潮間帯の環境と生物を素材とした環境教育・自然
教育─」．土佐清水市理科部会研修会．足摺海洋館（土佐清水市三崎）．
中地シュウ．

７．2012/8/21   「潮間帯生物の生態」．土佐清水市理科部会１日教研研修会．海のギャラ
リー（土佐清水市竜串）

８．2012/11/6   「竜串湾の海辺の生き物─造礁サンゴ・棘皮動物を中心に─」．土佐清水
市理科部会半日教研研修会．清水中学校（土佐清水市清水）．

●中止になったもの
ア．2013/8/5   「たつくしの海辺のいきもの調査員になろう」．三崎小学校５・６年生．

海のギャラリー（土佐清水市竜串）→海峡不良のため中止

〈打ち合わせ履歴〉
2013/3/29   地区長への説明、市観光ボランティアへの協力依頼　竜串ダイビングセン

ター
2013/4/1  高知新聞清水支局の記者への説明　竜串ダイビングセンター
2013/4/4  三崎小学校校長、４～６年生担任教諭との打ち合わせ　三崎小学校
2013/4/5  下川口小学校・足摺海底館への協力依頼　下川口小学校、足摺海底館
2013/4/5  地先漁協理事への説明と漁協関係者への周知依頼　理事自宅
2013/4/8  四万十高校自然環境コースの担当教諭との打ち合わせ　黒潮生物研究所
2013/4/10  清水中学校・理科部会打ち合わせ　清水中学校
2013/4/14   足摺宇和海国立公園大月地区 PV総会での説明・打ち合わせ　大月町尻貝

パークボランティア棟
2013/4/18  竜串自然再生幹事会での説明　竜串福祉センター
2013/4/25  土佐清水市理科部会での説明、打ち合わせ　清水小学校
2013/4/25  四万十高校担当教諭との打ち合わせ　竜串湾竜串海岸
2013/4/25   たつくし海辺のガイドブックプロジェクト顔合わせ会（趣旨説明と協力依

頼）　竜串福祉センター
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2013/5/7  資料収集班の打ち合わせ・データ整理　黒潮生物研究所（大月町西泊）
2013/5/20  資料収集班打ち合わせ・懇親会　竜串ダイビングセンター（土佐清水市竜串）
2013/6/9  四万十高校卒業研究生との打ち合わせ　黒潮生物研究所（大月町西泊）
2013/7/12  四万十高校２年生まとめ指導（データ整理）　四万十高校（四万十町大正）
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　生物の代謝の単元では、植物の光合成色素と光の吸収について学ぶ。陸上植物では光の
吸収スペクトルを観察するには煩雑な作業が必要で時間もかかる。DVDと空き缶を使っ
て分光器を作り、海藻類を透かしてみることで簡単に吸収スペクトルが観察できる。
DVDを回折格子として利用する原理については、高校物理の授業内容とも関連する。

４．光合成色素と光の吸収
【理科関連教材】
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　海の生き物（主に動物）を題材としたカルタを作製した。取り札には各自で生き物の絵
を描いた。対象とする生き物の形、住み処、餌、行動など図鑑等でよく調べ、ゴロよく読
み札を作製した。
　カルタ作製には小学生のほか、生物学を専門としない大学生にも参加してもらい海の生
物の理解を深めてもらうようにした

５．国語カルタ作り
【国語・英語関連教材】
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　各学校の教員が生徒を海のフィールドに連れ出して実践する実地教育をサポートした
（８校、児童生徒実数223名、延べ433名・日）。

長狭学園　鴨川市立長狭中学校 宿泊学習　グループ学習行動（海洋生物研究体験）
               ５月８日　生徒５名、引率等１名
開知小学校          ６学年海のフィールドワーク
               ６月６日　児童110名、引率等７名
法政大学女子高等学校     SPP 臨海実習
               ７月12～14日　生徒14名　引率等３名
埼玉県立川口北高等学校    生物部海洋生物観察会
               ７月20～22日　生徒18名、引率等２名
千葉市立千葉高校       SSH 連携講座「臨海実習～生物多様性を学ぶ」
               ６月８～９日　生徒６名　引率等２名
千葉県立長生高等学校     SSH 生物校外研修　「臨海実習」
               ７月22～24日　生徒12名　引率等６名
山梨県立甲府南高等学校    SSH 校外研修（臨海実習）
               ７月26～28日　生徒18名　引率等６名
栃木県立宇都宮女子高等学校  SSH 臨海実習
               ７月29～31日　生徒17名　引率等６名
埼玉県立川越女子高校     SSH 事業の臨海実習
               ８月３～５日　生徒23名、引率等７名

６．小中高校生を対象とした臨海実習
【国語・英語関連教材】
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　本学と館山市との相互協力協定による児童生徒や父兄を対象にした体験講座を実施した。

夏休み科学論文のための観察実験会（館山市教育委員会と共催）
    ７月25日、８月７日、12日、28日　児童生徒29名

　内容：○ウニの赤ちゃんの育ち方　○磯の生物の種類と形
　　　　○海藻の押し葉標本作り　　○観察実験に基づいた、科学論文の作成
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７．季節ごとの里海の恵み（冬から春の海藻）
【社会・家庭科関連教材】
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